
電子データの取扱いについて

電子データの内容について
■本サービスにおいては、弊社製品のカタログ、取扱説明書、パーツリスト等、製品に関する全ての印刷物を網羅
するものではありません。

■カタログ、取扱説明書、パーツリストの内容は、製品の仕様変更などにより、予告なく変更される場合があります。
その為、弊社サイト内に掲載される電子データの内容は、販売店等で配布、掲示されるカタログ、製品購入時に
同梱する取扱説明書、印刷物として存在しているパーツリストの内容とは異なる場合がございます。

表記内容は、発行当時の情報であり、弊社純正部品の名称、小売単価、各営業所の名称、所在地などの情報が
現在と異なる場合があります。
また、製品安全上の取り扱い、環境対応につきましては、製品販売時の法令、規制に適合するものであり、製品
販売後の法令、規制の変更内容を反映していない場合があります。予めご了承ください。

著作権について
本サービス内の電子データにつきましては、弊社（小橋工業株式会社）が著作権その他知的財産権を保有します。
無断で他のウェブサイトや印刷媒体に転載することや複製、翻訳等はできません。
但し、お手持ちの製品ご使用の為、1部に限り印刷することができます。

保証について
弊社の製品保証、安全性の保証は製品付属の書面に基づく保証に限られており、弊社サイト内の電子データに基
づく保証は提供いたしません。

お問合せについて
ご使用の製品の取り扱い及び、使用上の安全等に関するお問合せは、ご購入店にご相談頂きますよう、お願いい
たします。

免責事項
弊社サイトのご利用に起因するソフトウェア、ハードウェア上の事故その他の損害等につきましても、一切の責任を
負いません。
弊社サイトのご利用に際して生じたお客さまと第三者との間のトラブルにつきましては、一切責任を負いません。
弊社サイトのサービスは予告なく中止、または内容や条件を変更する場合がございます。

以上

小橋工業株式会社

小橋工業(株)のホームページ（以下、弊社サイト）においては、カタログ・取扱説明書・

パーツリスト等の電子データの閲覧、ダウンロードのサービス（以下、本サービス）を

ご提供しております。

本サービスをご利用の際には、以下の注意事項をご確認ください。



当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本
取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをすると、
事故を引き起こす恐れがあります。
お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。

！ 
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はじめに

！ 安全作業のポイント

危険

警告

注意
取扱上の注意

ディスクローターの使用目的・使用範囲

！ 

！ 

！ 



安全に作業するために

安全ラベルの取扱い

２

目 次

！ 

！ 



縡　はじめに

１-1

１-2

１-3

１-4 適応トラクタ以外への装着の禁止

１-5 服装には注意を払いましょう

１-6 次のような状態では、運転しないでください

漓

滷

澆

潺　若年者

潸　妊娠中の方

機械の操作に十分熟練し、必要な運転免許証

を携帯し、心身ともに健康な状態で運転して

ください。

１-7 共同作業者がある場合は、動作ごとに合図を

徹底しましょう。

１-8 使用目的以外の作業や、機械の改造は事故の

発生、又は、機械の故障の原因となりますの

で、決してしないでください。

安全に作業するために
安全に作業していただくために次のことを守ってください。
もし怠ると…傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります。

！ 



縒　作業の前に
２-1 機械の点検を

縱 トラクタへの着脱
３-1

３-2

３-3

３-4

３-5

３-6

縟 防護カバー類の取付け
４-1

縉 装着時の前後バランスの確認
５-1 作業機とトラクタとのバランスの確認

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります！ 



５-2

縋　トラックへの積み・降ろし
６-1

６-2

６-3

６-4

６-5

６-6

縢 一般走行
７-1

７-2

７-3

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります！ 



７-4

７-5

７-6

７-7

７-8

７-9

７-10 

７-11

７-12

繆 圃場への出入り

８-1

８-2

８-3

繦 作業をしているとき
９-1

９-2

９-3

９-4

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります！ 



９-5

９-6

縻 作業中の点検
10-1

10-2

10-3

10-4

縵 トラクタを止めるとき
11-1

11-2

縹　その他
12-1

12-2

安全作業をもし怠ると傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります！ 



安全ラベルの取扱い 
珈

玳

膠

漓

澁

澀

澆
潺

滷

潸



！ 危 険

蘆エンジンまたはジョイントが回
転中は、体を近づけないでくだ
さい。
蘆巻き込まれて死傷するおそれが
あります。

9992127

コードNo.9992127

！ 警 告

9992074

コードNo.9992074

滷

澆

注　意！ 
使用前に取扱説明書をよく読んで
安全で正しい作業をしてください

1. 作業機を着脱するときは、トラクタと作業機の間に立たないでください。
2. エンジン始動時や作業中は、周囲の安全を確認し、人がいないか、特に子供には注意し、近づ
けないようにしてください。
3. 作業機の上に人を乗せないでください。
4. 点検整備時には、必ずエンジンを止め、駐車ブレーキをかけて、油圧降下防止用ストップバル
ブを締めてから行ってください。また、絶対に作業機の下に入って作業をしないでください。
5. ジョイントのノックピンが確実にロックされていることを確認してください。

9992087

コードNo.9992087

潺

ロータリーの回転部に接触すると、
ケガをするおそれがありますので、
回転部に近づかないでください。

潸

蘆転落事故を防ぐためには、発進や登坂時にトラクタの前輪が浮き上
がらないように充分な前部ウエイトを取付けてください。

蘆作業機にアタッチメントを装着する時には、特にバランスを注意す
るとともに、アタッチメントの取扱説明書をよく読んで、適切な処
置や調整を行ってください。

コードNo.9992086

警　告！ 

9992086

漓

！ 危険

蘆セフティカバーは、
常に装着して使用して
ください。
蘆巻き込まれて、死傷す
るおそれがあります。

9992126

コードNo.9992126

澀

� 
蘆ギャング角の調整は、作業機をトラクタに 
　装着し、作業機を水平にして行ってください。 
蘆ケガをするおそれがあります。 

9993302

コードNo.9993302

 ！ 意 注 

蘆ディスクは周囲が鋭利になっているため、 
　取扱いには充分注意してください。 

蘆ケガをするおそれがあります。 

コードNo.9993228

9993228

！  注 意 

澁





縡 保証書について

縒 アフターサービスについて

蘆

蘆ご使用状況（作業速度、回転数はいくらで、どんな作業をしていたときに）

蘆どのくらい使用されましたか（約○○アール・約○○時間使用後）

蘆不具合が発生したときの状況を、できるだけ詳しくお教えください。

サービスと保証について 

製造機械番号

補修用部品の供給年限について
この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打切り後９年といた
します。
但し、供給年限内であっても、特殊部品につきましては、納期等につい
てご相談させていただく場合もあります。
補修用部品の供給は、原則的には、上記の供給年限で終了いたしますが、
供給年限経過後であっても、部品供給のご要請があった場合には、納期
及び価格についてご相談させていただきます。

純正部品を使いましょう
補修用部品は、安心してご使用いただける純正部品をお買求めください。
市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や、機械の寿命を短くす
る原因になります。



各部の名称

ハンドル

チェンケースカバー

センターカバー

ウエイト

ディスク22F

シルバーツメ

セフティカバー

マスト

ホイルゲージ

アンゼンガード

スタンド

ゴムカバー

ディスク



1. 開梱

。

2.

盧　トップマストの取付け

盪　ホイルゲージの取付け

漓　ホイルブラケットピンのワリピンを抜きピ

ンを一旦外します。

滷　チェンケースプレートにホイルブラケット

部を合わせてホイルブラケットピンを差し

込み、ワリピンで止めてください。

蘯　ギャング角の切替え

ギャング角を耕うん時（27 °）に切替えます。

固定ボルト（M14）を外して、ギャングリン

クを27°に合わせて締付けます。

注意！ 

危険
 

トップマストボルトM12×25

デディィススククロローータターーのの組組立立（（日日農農工工標標準準33PPヒヒッッチチ））ディスクローターの組立（日農工標準3Pヒッチ）

ホイルブラケットピン

ホイルブラケット

2
7

2
4

2
1

3
3

3
0

ギャングリンク

ボルト（M14）



1. 開梱

。

2.

盧　ホイルゲージの取付け

漓　ホイルブラケットピンのワリピンを抜きピ

ンを一旦外します。

滷　チェンケースプレートにホイルブラケット

部を合わせてホイルブラケットピンを差し

込み、ワリピンで止めてください。

盪　ギャング角の切替え

ギャング角を耕うん時（27 °）に切替えます。

固定ボルト（M14）を外して、ギャングリン

クを27°に合わせて締付けます。

注意！ 

デディィススククロローータターーのの組組立立（（日日農農工工特特殊殊33PPヒヒッッチチ））ディスクローターの組立（日農工特殊3Pヒッチ）

ホイルブラケットピン

ホイルブラケット

2
7

2
4

2
1

3
3

3
0

ギャングリンク

ボルト（M14）



取扱上の注意

お願い

珈　切断方法
１．

２．

３．

４．

玳　取付方法
１．

「頭が10袢以上」

10㎜以上出ている 
のが正常です 

ジジョョイインントトのの取取付付準準備備（（日日農農工工標標準準３３ＰＰヒヒッッチチ））ジョイントの取付準備（日農工標準３Ｐヒッチ）



２．広角ジョイントの取付方法

珎 長さの確認
１

２

３

４

５

玻 入力軸セフティカバーの取付け

危険

トラクタPTO軸 作業機入力軸 

最伸時80mm以上の重なり 

最縮時25mm以上の間隔 

！ 

セフティカバー

入力軸

チェン 



珈 装着前の準備
１．トラクタの準備

２．オートヒッチの準備

３．オートヒッチの取付け

注意

漓　

滷

トップリンクピンは、トラクタの付属品を

使用してください。。

トトララククタタへへのの装装着着（（日日農農工工標標準準３３PPヒヒッッチチ））

トップリンク リフトロッド 

チェックチェン 

左ロアーリンク 
右ロアーリンク 

ドローバー 

！ 

トラクタへの装着（日農工標準３Pヒッチ）

サポートプレート ボルト 

オートヒッチ 



澆　

ＪＩＳ　０ ……… 内側セット

ＪＩＳ　蠢 ……… 外側セット

トラクタのＰＴＯ軸にジョイントの広角側

を取付けます。

潺　ジョイントのラベル面を上にし、手でジョ

イントを折り曲げ、軸の細い部分からサ

ポートプレートの長穴にセットしてくださ

い。（４セットのみ）

潸　ジョイントセフティカバーのチェンを固定

し、回り止めをしてください。

澁　チェックチェンを張ってオートヒッチをト

ラクタの中心部に合わせてください。又、

ロアーリンクの左右の高さも均等にしてく

ださい。

注意

ロアーリンクピン（０形）

ロアーリンクピン（蠢形）

ラベル

！ 

ロアーリンク サポートプレート（4Sのみ）

オートヒッチ 

チェン 



玳 トラクタへの装着

注意

１．作業機を装着姿勢にします

スタンドを取付けてください。

２．オートヒッチフックのロックの解除

３．取付け

・バックしてヒッチを合わせる

トラクタのＰＴＯの変速はニュートラルにし

ておいてください。

オートヒッチを下げて、トラクタをゆっくり

作業機に近づけ、作業機のマスト先端とオー

トヒッチのトップを合わせます。

この時トラクタと作業機が直角になるように

してください。

４．フックを合わせてリフトアップ

ポジションコントロールレバーを「上げる」

にして、作業機をゆっくりとリフトアップす

ると、オートヒッチのロアーフックとジョイ

ントのクラッチ部は自動的に接続、ロックさ

れます。ジョイントが噛み合わなかったりし

た場合は、ポジションコントロールレバーを

下げて一度前進、再度最初からやり直してく

ださい。

！ 

スタンド

レバーガイド

レバー

フック

フックバネ



５．フックを閉じてロック

６．広角ジョイントの取付方法

３セットの時に、広角ジョイントを取付ける

場合には、必ず、広角側をトラクタ側ＰＴＯ

軸に取付けてください。

ジョイントセフティカバーのチェンを固定

し、回り止めをします。このとき作業機を

いっぱい下げてもチェンが緊張しないように

たるみを持たせてください。

危険

８．スタンドは取外してください。

取扱上の注意

袍

レバー 

レバーガイド フックバネ 

トラクタPTO軸 作業機入力軸 

！ 

セフティカバー入力軸



珎 装着後のトラクタとの調整
１．チェックチェンの調整（左右の振れ）

作業機を持ち上げた状態で、作業機の入力軸

とトラクタのＰＴＯ軸を合わせて、左右の横

振れを確認して、横振れが10袢以内になるよ

うに、左右均等にチェックチェンを張ってく

ださい。

２．トップリンクの調整（前後の傾き）

トップリンクは、トラクタ別装着表（P38～

46）を参照に調整してください。

注意

３．リフトロッドの調整（左右の水平）

作業機を持ち上げ、後方より見て左右が水平

になるように、トラクタのレベリングハンド

ル、又は、油圧スイッチを操作し、調整して

ください。

４．ジョイントの異音について

ジョイントは作業機の入力軸とが直線に近い

ほど異音は少なくなります。

玻 トラクタからの取外し

注意

１. スタンドの取付け

作業機を持ち上げてスタンドをロックピンで

固定してください。

２．オートヒッチフックのロックの解除

３．作業機を下げる

ポジションコントロールレバーを「下げる」

にして、作業機を下げるとロアーフック部は

外れます。次にポジションコントロールレ

バーを下げながらトラクタをゆっくり前進さ

せると作業機は外れます。
！ 

スタンド

レバー フックバネ 

レバーガイド 

！ 



◆外れない場合は、場所が平坦でないとか、

トラクタがまっすぐ前進していないなどの

原因がありますので、再度動作をやり直し

てください。

珈 トラクタへの装着

注意

1. トラクタの準備

ロアーリンク、リフトロッドは、純正ロータ

リーと同じ位置（特３P）で、又、オート

ヒッチはロアーリンクに取付けた状態で本作

業機は装着できます。

２．作業機の準備

スタンドを取付けてください。

３．トラクタへの装着

トラクタにより、装着手順が異なります。

お手持ちの、トラクタ及び、純正ロータリー

の取扱説明書に従って装着してください。

危険

注意

トトララククタタへへのの装装着着（（日日農農工工特特殊殊３３PPヒヒッッチチ））トラクタへの装着（日農工特殊３Pヒッチ）

トラクタに装着されている純正ロータリーと同様の手順で、作業機の取付け、取外しができます。

又、純正ロータリーのオートヒッチ、トップリンク、ジョイントがそのまま使用できます。

◆メーカーによりオートヒッチの呼び名が異なりますので注意してください。

！ 

！ 

！ 



取扱上の注意

袍

玳 トラクタからの取外し

注意

１．作業機の準備

２．取外し

！ 



注意

珈 各部のボルト・ナットのゆるみ

玳 ジョイントへのグリスアップ

漓　グリスニップル

滷　スプライン

珎 ギヤーケース（センターケース）、
チェンケースのオイル量

作業前の点検

リング 

ロック 

検油プラグ

！ 

ドレンプラグ

検油プラグ

注意 

ドレンプラグ



警告

点検するときは、ディスクローターをトラクタ

に装着したまま水平な地面において行ってくだ

さい。

玻　ジョイントのノックピン

「頭が10袢以上」

珀　空転、暖機運転

10袢以上出ている
のが正常です

移動、圃場への出入り

！ 



注意

珈 各装置の働きと操作のしかた
１．ギャング角度の調整について

２．ギャング角度の切替え方

漓　ディスクローターを上げて機体を水平にし

ます。

滷　

澆　目的のギャング角度にギャングリンクを合

わせてボルトをしっかりと締付けます。

注意

取扱上の注意

３．ウエイトについて

漓　ディスクローターのウエイトは圃場が硬く

て、ディスクのささリが悪く、耕深がとれ

ない場合に取付けます。

滷　ディスクローターのウエイトは、１個20裴

です。

澆　ウエイトは、２個又は４個取付けできます。

上手な作業の仕方

！ 

ボルト（M14）

2
7

2
4

2
1

3
3

3
0

ギャングリンク

！ 



４．ウエイトの取付け標準

５．ウエイトの取付け方

漓　ウエイトの止めボルト（M10）を一旦外し

ます。

滷　ウエイトを内側よりウエイト座に差し込み

ます。

澆　外したボルトを締付けてウエイトの外れを

止めてください。

取扱上の注意
ウエイトは必ず左右同じ個数を取付けてく

ださい。

６．耕深調節

漓　押ボルト（M12）をゆるめる。

滷　ハンドルを回し、貼付している耕深ラベル

の目盛を参考に左右同じ深さに調節しま

す。

澆　押ボルトを締付け、尾輪を固定します。

玳 作業速度とディスク回転数
１．作業速度

２．ディスク回転数

０～ 80裴 ０～ 60裴

―

０～ 80裴

０～ 40裴

０～ 60裴

０～ 40裴

ウエイト

止めボルト

ハンドル

固定ボルト

1.5 ～ 3.0 袰/h

1.5 ～ 2.0 袰/h

2.0 ～ 3.0 袰/h



取扱上の注意

珎 耕うん方法
ディスクローター耕うんの反転うね盛り耕う

んは、隣接耕うんで行います。

１．圃場の回り方

漓　図の長方形部分１枚が直進１回で耕うんさ

れる耕作地を示しています。

滷　図のような順序をとるのは、１度耕うんし

たところを後輪タイヤで押えないための方

法です。

澆　従って出発点は、トラクタが最後に外へ出

る場所によって決まります。

潺　直進が終わって、次の直進に移るまでは、

作業機を上げて旋回してください。

潸　作業開始と外周の回り耕に移る位置は、作

業機の耕幅の約2.5倍（実質３回耕うん幅）

を枕地として残します。

澁　反転うね盛り耕うんのギャング角度は、

27°（標準）で行います。

２．耕うん時の調整

図のように、耕うん時にディスクローターが

水平（地ケースが地面に垂直）になるように

トップリンク（タンバックル）長さを調整し

てください。

３．うね戻し耕うん

図のように、反転うね盛り耕うんの後に、う

ね間耕うんをしてうね戻しを行います。

漓　まず、外周のうね間を回り耕で１回行いま

す。

滷　次に、うね間を往復耕でうね戻しをしてい

きます。

澆　うね戻しのギャング角度は、21°で作業し

ます。

枕
地
幅 

枕
地
幅 

出発 

終り 

枕地幅 枕地幅 

水平 

出発 

終り 



注意

珈　ディスク軸の取外し
漓　チェンケース側のディスク取付ボルト（M12）

滷　センターメタル取付ボルト（M12）を２本外

して、ディスク軸を切離します。

玳　ディスクの取外し
漓　ディスクFの取外しは、ボルト（M８）を２

本外して取り出します。

滷　内側のディスク取外しは角根ボルト（M10）

を３本外して、３角フランジを通して取り出

します。

珎　ディスクの取付け
漓　ディスクFは、ボルト（M８）２本で取付け

ます。このとき、ボルト穴（M12）４箇所を

合わせておきます。

滷　内側のディスクをディスク軸の取付けフラン

ジ内側へ角根ボルト（M10）３本で締付けま

す。

ディスク交換の仕方

！ 

ボルトM12

センターメタル ディスク軸 ボルトM12

チ
ェ
ン
ケ
ー
ス 

ディスク 

角根ボルト 
　  M10

角根ボルト 
　  M10

チェンケース 

ディスクF

ボルトM8

ディスク 

角根ボルト 
　  M10

角根ボルト 
　  M10

チェンケース 

ディスクF

ボルトM8



玻　ディスク軸の取付け
漓　ディスク軸の取付けは、チェンケース側を先

に取付けます。

滷　次にセンターメタルを取付けます。このとき

調整シムが取付けてあるときは、必ずはさみ

込んで締付けてください。

珀　耕うん爪の取付け
１．耕うん爪の種類と本数

２．耕うん爪の取付方法

爪取付方向は、ブラケットの六角穴と同じ方

向に曲がりがくるようにして、ボルトで締付

けてください。

３．爪軸の組み込みについて

右側の爪軸が、回転方向に向かって、左側の

爪軸より60°先行するように組み込んでくだ

さい。

取扱上の注意ボルトM12

センターメタル ディスク軸 ボルトM12

チ
ェ
ン
ケ
ー
ス 



注意

１．作

２．グリスの給油

漓　ジョイントは分解して、スリーブのかみ合い

部分にグリスを塗布してください。

又、同時にグリスニップルの部分にも適量注

入してください。

滷　トラクタのＰＴＯ軸と作業機の入力軸へもグ

リスを塗布し、格納する場合はキャップをか

ぶせて、サビないようにしてください。

取扱上の注意

ゴミがかからないよ

うにしてください。

澆　駆動ジョイント

ジャーナルのグリスニップルにベアリンググ

リスを適量注入してください。

（左右各１箇所）

保守・点検

入力軸

！ 

ジョイントスプライン部

セフティカバー



潺　オートヒッチのフックの支点部分にオイルを

適量塗布してください。

３．給油と交換

漓　ギヤーケース（センターケース）のオイル交換

ドレンプラグを外してオイルを出します。

オイルが抜けたらドレンプラグをしっかりと

締めつけてください。

ギヤーオイルを給油口から規定量（1.0褄）

入れてください。

滷　チェンケースのオイル交換

ドレンプラグを外してオイルを出します。オ

イルが抜けたらドレンプラグをしっかりと締

めつけてください。ギヤーオイルを給油口か

ら規定量（0.6褄）入れてください。

ドレンプラグ

給油口

ギヤーケース
（センターケース）

チェンケース

点検項目

ギヤーオイル
＃90

ギヤーオイル
＃90

種　類

1.0
褄

0.6
褄

オイル
量

交換時間

１回目 ２回目

50時間

50時間

100
時間毎

100
時間毎

検油プラグ

注意 

ドレンプラグ

検油プラグ

注 意 

給油口

フック 



４．チェンテンショナの調整

ディスクローターのチェンテンショナは、セ

ンターケースとチェンケース（左右）の３箇

所あります。

盧　テンションボルトを締込み、回転音が一番

少ない箇所でロックします。

・チェンがゆるむ………騒音の原因となる

・張り過ぎ………………発熱の原因となる

盪　チェンテンショナの調整は、初期10時間、

その後150時間毎に行ってください。

保管・格納

1. 平坦で地盤のしっかりした、屋根のある場所に

格納してください。

2.

注意 

取扱上の注意 

テンションボルト

テンションボルト

３． 、みだりに子供などが触れないような

処理をしてください。

レバー オートヒッチ 

レバーガイド フックバネ 



型　　　　　式
DS426T DS626T

－0S －3S －4S －0S －3S －4S

1256 1434 1434 1480 1658 1658

1610 1610 1610 2110 2110 2110

1166 1166 1166 1225 1225 1225

306.8 337.8 347.8 375.8 406.8 416.8

13.2～17.7 17.7～23.5

18～24 24～32

日 農 工 標 準 ３ P 0 ・ 蠢 形

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148 198

1.5  ～ 3

18  ～ 36 14  ～ 27

10  ～ 20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴 ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式

主要諸元



主要諸元

型　　　　　式
DS426 DS626

－S －S

1426

1610

1166

316.5

1650

2110

1225

385.5

13.2～17.7

18～24

17.7～23.5

24～32

日 農 工 特 殊 ３ P Ａ 蠢 形

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148

1.5～3

18～36

10～20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴

198

14～27

ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式



主要諸元

型　　　　　式
DS426 DS626

－T －T

1426

1610

1166

316.5

1650

2110

1225

385.5

13.2～17.7

18～24

17.7～23.5

24～32

日 農 工 特 殊 ３ P A 蠡 形

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148

1.5～3

18～36

10～20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴

198

14～27

ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式



主要諸元

型　　　　　式
DS426 DS626

－U －U

1400

1610

1166

316.5

1624

2110

1225

385.5

13.2～17.7

18～24

17.7～23.5

24～32

日 農 工 特 殊 ３ P B 形

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148

1.5～3

18～36

10～20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴

198

14～27

ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式



主要諸元

型　　　　　式
DS426 DS626

－MU －MU

1400

1610

1166

316.5

1624

2110

1225

385.5

13.2～17.7

18～24

17.7～23.5

24～32

日 農 工 特 殊 ３ P B 形

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148

1.5～3

18～36

10～20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴

198

14～27

ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式



主要諸元

型　　　　　式
DS426 DS626

－YB －YB

1529

1610

1166

316.5

1753

2110

1225

385.5

13.2～17.7

18～24

17.7～23.5

24～32

特 殊 ３ P  ヤ ン マ ー Y B タ イ プ

540

サ イ ド ド ラ イ ブ

4 6

56

102

セ ン タ ド ラ イ ブ

K2545L………３本, K2545R………３本

46

168

21, 24, 27, 30, 33（標準27）

ボ ル ト 止 め

148

1.5～3

18～36

10～20

後 ホ イ ル ゲ ー ジ 輪

ウエイト 40裴,  80裴

198

14～27

ウエイト 40裴

ギ ャ ン グ 角 度

全 長

全 幅
(ギャング角27°)

全 高

（袢）

（袢）

（袢）

機 体 質 量 （裴）

適 応 ト ラ ク タ
（KW）

(PS)

標 準 耕 幅
(ギャング角27°) (袍)

装 着装置の種類

入力軸回転速度 （rpm）

ディスク駆動方式

デ ィ ス ク 枚 数 (枚）

デ ィ ス ク 径 (袍)

デ ィスク回転数 （rpm）

中 央 処 理 方 式

(度）

爪 軸 回 転 数

爪 本 数

（袍）

（rpm）

標 準 作 業 速 度 （袰/h）

作 業 能 率 （分/10a）

標 準 耕 深 (袍)

耕 深 調 節 機 構

オ プ シ ョ ン

機

体

寸

法

爪 回 転 径

ギャング角調節方式



GT 19窿・21窿・23窿
T 200・220・240,     GT26
T 22

3 イ ト 610 A G 50 50

GT26J, GT30窿 3 イ ト 610 A G 50 50

GT－3・5・8 3 イ ト 600 A G 70 70

X 20・24 3 イ ト 600 A G 70 70

GL 241K・261K・281K
GL 240K・260K・280K
GL－25K

3 イ ヘ 620 C G 50 50

GL 201・221・241
GL 200・220・240
GL－19・21・23

3 イ ヘ 640 A G

GL 201Q・221Q・241Q
GL 200Q・220Q・240Q 1 イ ヘ 590 C G

GL 241J・240J
GL 261・277・281
GL 301E・321E
GL260・268・280
GL 300ES・320ES
GL－23J, GL－L27
GL－25・26・27

3 イ ヘ 690 A G

GL 241JQ・240JQ
GL 261C・281C
GL 261Q・277Q
GL260Q・268Q
GL－23JQ, GL－L27Q
GL－25Q・26Q・27Q

2 イ ヘ 650 C G

GL 281J・280J
GL 301・321
GL 300・320
GL－27J
GL－29・32

3 イ ホ 750 A G

トラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

トトララククタタ別別装装着着表表（（日日農農工工標標準準３３PP  ＳＳヒヒッッチチ））トラクタ別装着表（日農工標準３P  Ｓヒッチ）



GL 281Q・301Q・321Q
GL 280Q・300Q・320Q
GL 281JQ・280JQ
GL 301C・321C・
GL－27JQ
GL－29Q・32Q

3 イ ホ 740 C G

L1－195竓・215竓
L1－185・205
L1－18・20

3 イ ホ 660 C G

L1－235J竓 3 イ ホ 670 B G

L1－275J竓 3 イ ホ 750 A G

L1－235竓・255竓
L1－225・245
L1－22・24

3 イ ヘ 680 A G

L1－275竓
L1－265, L1－26

3 イ ヘ 740 A G

トラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

L1－295竓・315竓・325竓
L1－285, L1－28 3 イ ニ 750 A G

L1－325竓ドラフト 4 イ ニ 710 A G

KL 25K・30K 4 イ ヘ 660 A G

KL 25KS・30KS 4 イ ホ 660 A G

KL 21窿・23窿, KL25 4 イ へ 610 A G

KL 27, KL 25NC,   KL 25J
KL 25HT
KL 28rops

4 イ ヘ 630 A G

KL 30竓・33竓・31竓
KL 28Q
KL 27J

4 イ ヘ 690 A G

KL 21窿Q・23窿Q
KL 25Q 1 ロ ヘ 620 A G

KL 25-PC,  KL 27Q,
KL 25NCQ・25HTQ・25JQ 1 イ ヘ 650 A G



Bb260 2 ロ ト 550 A G

KT 20窿・22窿・24窿
KT 27 3 イ ト 610 A G

KT 27J
KT 30窿 3 イ ト 610 A G 50 50

ト ラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

AF 210站・230站
AF 250窿站
AF 22・24

3 イ ホ 600 C G

AF 210站Q・230站Q
AF 250窿站Q
AF 22Q・24Q

1 イ ホ 570 C G
ジョイント異
音時PTO切

AF 270窿站竓・290窿站竓
AF 26竓・28窿竓 3 イ ホ 700 A G

AF 310窿站竓 4 イ ホ 690 A G

AF 30竓 3 イ ホ 730 A G TC84M
に交換

TC90
に交換

AF 30窿竓R 4 イ ホ 710 A G

F 190・210・230
AF 218・220・222・224 3 イ ホ 640 A G

F 190Q・210Q・230Q
AF 218Q・220Q・222Q
AF 224Q

1 イ ホ 600 A G

AF 250竓・226竓 3 イ ヘ 640 A G

RS 24竓・27竓
RS 30竓・33竓
RS 240竓・270竓
RS 300竓

2 イ ホ 570 A G

F－180・200・220
FF 205・225
F竭 195
F竭 18

3 ロ ヘ 600 A G 30 30



AF 324M・328M・330M
AF 230M・270M・310M
AF 22ML・26ML・30ML

3 イ ホ 600 C G 高床時の装着

F竭 215・235・255
F竭 20・22・24
FF 245

3 イ ホ 640 C G

FX 215M・235M・265M 3 ロ ヘ 680 A G

F竭 265, FX 30S 3 ロ ホ 680 A G

FX 285, FX 26 3 イ ホ 570 A G

FX 305
FX 28・32 3 イ ホ 560 A G

US 31竓 3 イ ホ 570 A G 70 70

US 32站竓 3 ロ ホ 600 A G 50 50

ト ラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

AF 22MH・26MH 3 イ ホ 700 A G

FV 200竓・220竓 2 イ ニ 550 A G 50 50

FV 230竓・250竓・270竓 2 イ ホ 550 A G 50 50

FV 280竓・310竓 2 イ ホ 620 A G

AF 322・324・326 3 イ ヘ 600 C G

AF 328・330 3 イ ヘ 700 A G

US 324・328
US 330 2 イ ホ 560 A G 50 50

AF 324M・328M・330M
AF 230M・270M・310M
AF 22ML・26ML・30ML

3 イ ホ 640 C G 低床時の装着



TH 20C・24C

TA 295竓・325竓
TA 290・320 3 イ ホ 550

（540） A G
トップリンク長
の540はドラフ
ト仕様を示す

2 イ ホ 610 C G

TH 22・24・26
THS 22・24・26 1 イ ヘ 470 B G 90 90

TF 223竍竓・243竍竓 3 イ
ニ

褄=440
580 A G 70 70

TF 21竍竓・23竍竓
TF 26竍竓 3 イ

ホ
褄=450

580 A G 70 70

TF 223H竓・243H竓
TF 23H竓 3 イ

ホ
褄=470

570 A G 70 70

TG 233-A・253-A・273-A
TG 21-A・23-A・25-A 2 ロ ホ 540 A G

TU 197・217・237・257
TU 185・205・225・245
TU 180・200・220・240

2 イ ニ 610 A G 70 70

TK 21・25・29 2 イ ホ 540 A G 60 60

TG 21・23, TG 25竓
TG 233・253, TG 273竓
TGS 25竓

3 イ ニ 600 A G

TG 21Q・23Q
TG 233Q・253Q
TGS 25Q

3 イ ホ 600 A G

TG 27竓・29竓・31竓
TG 27L・31L, TG 29H竓
TG 293竓・313竓
TGS 29竓

3 イ ニ 600 A G

TA 207竓・227竓・247竓
TA 267竓・287竓・317竓
TA 215竓・235竓・255竓
TA 275竓
TA 262竓・312竓・263竓
TA 210・230・250

2 イ ホ 560 A G 50 50

ト ラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50



MT 201・221・241
MT 200・220・240
MT 185・205
MTX 225・245
MTZ 21・23

3 イ ホ 600 A G

MT 226・246・266
MT 286・306
MT 225・245・265

3 イ ホ
褄=491 630 A G

MT 226Q・246Q・266Q
MT 286Q・306Q
MT 225Q・245Q・265Q

1 イ ホ
褄=491 590 A G

MT 265L
MT 285・305 3 イ ホ

褄=491 670 A G

MT 265LQ
MT 285Q・305Q 1 イ ホ

褄=491 640 A G

MT 20
MTX 24 3 イ ホ

褄=467 540 A G 90 90

MT 22改・24改・26改 3 イ ホ
褄=480 610 A G

MT 22・24・26
MT 21・23・25 3 イ ホ

褄=480 630 A G

MT 231・251・271
MT 291・311 3 イ ホ 690 A G

MTX 28 3 イ ホ
褄=480 630 A G

ト ラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

MT 27・30 4 イ ホ
褄=480 560 A G

MTR 250・270・300
MTM 250・270・300 3 イ ホ 640 A G

GS 20 3 イ ニ 580 A G 80 80

GS 21・23・25 3 イ ホ 590 A G 50 50



D 208竓・228竓 2 イ ニ 550 A G 50 50

D 238竓・258竓・278竓 2 イ ホ 550 A G 50 50

D 288竓・318竓 2 イ ホ 620 A G

D 228L 2 イ ニ 580 A G 50 50

D 195・215
P 19・21 2 イ ホ 560 A G 50 50

D 215L
P 21L 2 イ ニ 570 A G 50 50

S 325A 2 イ ホ 560 A G 50 50

D 235竓・265竓・275竓
D 295竓
D 23・26・28
D 23M

2 イ ホ 610 A G

D 32 2 イ ホ 620 A G

トラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50



N 209 3 イ ホ 480 C G 30 30

ト ラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

N 229・239 3 イ ホ 500 C G

N 249・279 3 イ ホ 510 C G

N 329 3 イ ホ 500 C G

NZ 215窘・235窘
NZ 265 3 イ ト 610 A G 50 50

NZ 265B
NZ 305窘 3 イ ト 610 A G 50 50

NZ 210・230・260 3 イ ト 600 A G 70 70

NX 201・221・241
NX 200・220・240
NX 19・21・23

3 イ ヘ 640 A G

NX 201Q・221Q・241Q
NX 200Q・220Q・240Q 1 イ ヘ 590 C G

NX 261・277・281
NX 25・27
NX 301Z・321Z

3 イ ヘ 690 A G

NX 261Q・277Q・260Q
NX 25Q・27Q 2 イ ヘ 650 C G

NX 301・321
NX 300・320
NX 29・32

3 イ ホ 750 A G

NX 281Q・301Q・321Q
NX 280Q・300Q・320Q
NX 29Q・32Q

3 イ ホ 740 C G

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

NTX 21・23・25
NTX 245 4 イ ヘ 610 A G

NTX 28
NTX 28rops 4 イ ヘ 630 A G

NTX 28Q
NTX 30・31 4 イ ヘ 690 A G

NTX 21Q・23Q・25Q
NTX 245Q 1 ロ ヘ 620 A G



TX 18・20・22 3 ロ ヘ 610 A G 50 50

TX 201・221・241
TX 200・220・240 3 イ ヘ 640 A G

TX 201Q・221Q・241Q
TX 200Q・220Q・240Q 1 イ ヘ 590 C G

TX 261・281
TX 260・280 3 イ ヘ 690 A G

TX 260Q・261Q 2 イ ヘ 650 C G

TX 301・321
TX 300・320 3 イ ホ 750 A G

TX 281Q・301Q・321Q
TX 280Q・300Q・320Q 3 イ ホ 740 C G

トラクタ型式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC80

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

TZ 20窘・22窘・24窘・27 3 イ ト 610 A G

TZ 27B・30窘 3 イ ト 610 A G 50 50

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

前から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

Bb2602

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5
US○○○ 
CT○○○ 
 

A
B
C

KL36～50

MK－30 2 イ ホ
褄=725 670 A G TC84M

に交換

MK－30（94） 2 イ ホ
褄=675 670 A G TC84M

に交換

TX 212・232・252 4 イ ヘ 610 A G

TX 272 4 イ ヘ 630 A G

TX 302・332 4 イ ヘ 690 A G

TX 212Q・232Q・252Q 1 ロ ヘ 620 A G



点検整備一覧表

漓

漓

滷

澆

潺

漓

滷

澆

潺

潸

澁

澀

漓

滷ジョイントのシャフトへのグリス塗布

澆チェンテンショナの調整

潺

潸

澁



異常診断一覧表





用　語　解　説

アタッチメント

オートヒッチ

クリープ

耕深

３点リンク

チェックチェン

トップリンク

揚　力

ジョイント

リフトロッド

リリーフ弁

ロアーリンク

ポジションコントロールレバー
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